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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、わが国の看護系大学院生が英文の統計的方法を用いた研究論文を作
成するために必要な基本的な知識・技術・表現を修得するための統計教育方法を検討するとともに、学習支援シ
ステムを開発することである。そこで、和文及び英文の看護論文、資料やWebサイトにより、情報の収集と分析
を行い、統計教育の現状と課題を明らかにした。それらの知見に基づき、看護系大学院における統計教育のあり
方と方法及びオンラインビデオを用いた視覚的統合学習支援システムを提案した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to consider education methods for acquiring 
basic knowledge, techniques, and expressions of statistics necessary for Japanese nursing graduate 
students to prepare research papers using statistical methods in English, and to develop a learning 
support system.  We collected and analyzed information from Japanese and English nursing research 
papers, materials, and websites, and clarified the current situation and problems of statistical 
education.  Based on these findings, we proposed guidelines and methods of statistical education in 
nursing graduate schools in Japan and a visual integrated learning support system using online 
videos.

研究分野： 医歯薬学

キーワード： 看護系大学院　看護系大学院生　統計教育方法　統計教育教材　英語論文作成　視覚的学習方法　統合
的学習支援　統計学習支援システム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、看護系大学院における統計教育を見直し、統合化・視覚化した統計教育方法及び学習支
援システムの開発によって、研究支援方法の改善を試みることにある。それにより、大学院生の文献検討能力の
向上や統計的方法への造詣が深まり、国際的に求められる統計的方法を用いた質の高い論文の作成支援に貢献で
きると考える。さらに、社会的意義は、本研究によって得られた知見が、諸外国に比べて遅れているわが国の統
計教育全般の改善に貢献することである。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）最近，看護研究においても，英文による論文の執筆や講読の機会が増加し，邦文のみなら
ず英文による統計的方法を用いた論文作成だけでなく，文献講読のための知識・技術が要求さ
れるようになったといえよう。しかし，看護系大学院における統計学の授業は，大学や専門学
校において統計学を履修したものの理解が十分ではない，あるいは履修内容の記憶が乏しくな
っていること等から，学部レベルの復習に終始する場合も少なくない。一方，より高度な授業
内容も実施されているが，大学院生の理解が不十分であることも多い。さらに，大学院生が知
識・技術をある程度は獲得できても，研究論文の講読や作成に十分活かされるとは言いがたい
のが実状である。 
（2）その背景には，今までの看護における統計学の系統的教育の問題だけではなく，大学院生
の志向性や要望などに対応した問題基盤型の統計教育が不十分であることに加えて，統計的に
論文をまとめるための教育や学習支援方法やシステムが確立していないことと，それらの 3 つ
の教育方法の連携や一貫性が欠如していることが指摘される。そこで，現在の看護系の統計学
についての系統型教育，問題基盤型教育及び表記・表現型教育を統合化した教育方法を考案す
るとともに，学生が理解しやすいように，視覚化を重視した学習支援システムを開発すること
が求められている。なお，着想の背景には「平成 23 年度挑戦的萌芽研究：看護系大学院生の
論文作成のための統計学教育方法及び支援システムの検討（代表：中野正孝）」の成果と課題に
よるところが大である。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究の目的は，わが国の看護系大学院生が英文の統計的方法を用いた研究論文を作成す
るために必要な基本的な知識・技術・表現を修得するための統計教育方法を検討するとともに，
学習支援システムを開発することである。 
（2）具体的には，①わが国の看護系大学院の統計教育の現状と課題を明らかにする。②内外の
看護系の統計学書を調査し，統計学書の編纂意図や学習者のニーズを明らかにする。③内外の
看護学術論文をクリティークし，統計手法や統計的表記・表現について整理・検討する。④そ
れらを踏まえて，これまでに作成した看護系大学院生のための統計学の系統的学習教材と PBL
（Problem Based Learning；問題基盤型学習）統計教育教材，そして英文表現・表記の統計教
育教材を加え，統合化・視覚化した統計教育方法及び学習支援プログラムを作成する。 
 
３．研究の方法 
（1）インターネットを利用した調査により，わが国の看護系大学院のホームページを検索し，
シラバスの統計教育に関する情報を収集する。さらに，国際的に求められる統計学教育の基本
的な知識・技術を把握するため，国際学会や米国の大学・大学院において情報収集する。それ
らの研究成果から，わが国の看護系大学院の統計教育の現状と課題を明らかにする。 
（2）Nursing Research，看護系学会誌，看護研究等の内外の看護関連学術雑誌を対象に調査し，
研究論文で用いられている統計手法，統計的記載，使用された統計ソフト等の調査だけでなく，
統計的解析や表示・表現などについても検討する。 
（3）看護学生・看護師・看護研究者を対象に編纂された内外の統計学書を調査する。これは看
護教育・研究に必要な統計的手法や教育方法などについて，統計教育の専門家側から情報だけ
でなく，学習者側のニーズを反映するものでもあると考えられる。さらに，看護系大学院生が
実際に行っている統計や英語の学習方法について，統計学の授業やインターネットを利用した
調査を行い，看護系大学生の統計及び英語の学習環境について検討する。 
（4）上記の結果を踏まえ，英語論文作成のための統計的方法とその英語表現方法とを同時に修
得することが可能な視覚的統合学習支援システムを試作する。このシステムの基本構成は，系
統型学習サブシステム，問題基盤型学習サブシステム及び統計学表記・表現学習サブシステム
からなるが，開発に当たっては，看護系大学院生が統計を用いた英語論文を作成するにあたり，
知識・技術レベル及び置かれた環境に柔軟に対応できることを重点課題とした。 
 
４．研究成果 
（1）わが国の看護系大学院の統計教育の現状と課題 
①全国の看護系大学院修士課程 175 専攻科（2015 年 4月現在）のホームページから「統計」関
連の科目名やシラバスが検索できたのは 112 専攻科 64.0%（国立 22 専攻科 47.8%，公立 30専攻
科 61.2%，私立・省庁 60専攻科 75.0%）であった。それら 112 専攻科のうち，106 専攻科 94.6%
で「看護研究」の名称を付した科目として開講されており，限られたシラバスの授業内容から
の判断ではあるが，多くの専攻科において，量的研究方法の基本的な考え方は「看護研究」の
中で教授されていることが推測された。一方，「看護研究」の他に統計関連科目が開設されてい
たのは，87専攻科 77.7%であった。保健・医療・看護に関連した一般的な名前を付した統計学
のみを開講しているのは，33 専攻科 29.5%であった。さらに，疫学と統計学や情報と統計学，
あるいは情報・疫学・統計学というように，統計関連科目を 2つ以上開講している専攻科も少
なくなかった。また，生物統計学，心理統計学，多変量解析法のように，より専門的な科目名
で開講している専攻科もみられたが，ごく少数であった。わが国の看護系大学院修士課程にお
ける統計教育は，「看護研究」に関連した名前を付した科目をベースとし，統計関連の科目で補



強するようにカリキュラムが構成されている専攻科が多いことが確認することができた。しか
し，専門的かつ高度な内容を有する統計科目名を開講している専攻科は少数であった。 
②米国の著名な看護系大学や図書館等の現地調査から，看護に関する図書や資料が豊富であり，
統計的方法による研究についての指導やサポートシステムが充実していること，さらに，大学
院入学時には初級レベルの統計学の単位を取得していること等，本研究の遂行に当たっての参
考となる貴重な情報を得た。わが国の看護・医療系大学院の事例調査では，約 3割の学生が大
学院入学以前に統計学を履修しておらず，履修していても 9割の大学院生が統計学に自信がな
いとしているのが現状である。そこで，大学院においては入学時の初級レベルの統計学の単位
の取得の義務化，入学後には学生のニーズに対応した複数レベルの統計科目の配当，統計の専
門家の指導が受けやすい体制の確立などが必要であり，看護研究における統計的方法の意義の
適切な評価やカリキュラムの編成等の見直しと改善が必要であるとの確証を得ることができた
と考える。わが国では，以前から指摘されているように，看護の分野だけでなく，諸外国に比
べて統計教育が遅れていることが根底にあり，医療・保健分野だけでなく，他の分野の協力を
得て，専門の教員の増強，指導・支援方法の強化を早急に進めていくことが必要である。しか
し，統計教育方法や指導体制を充実していくためには，教育現場における精緻な議論だけでな
く，予算や制度等，解決すべき様々な課題があり，一朝一夕に解決するのは困難である。そこ
で，本研究のように学習支援システムの検討は，即効性がある対策として意義があると考える。
なお，看護系大学院における当面の統計教育の改善に向けた提言は後述する。 
 
（2）看護研究論文に用いられている統計的方法 
①日本看護研究学会雑誌と日本看護科学会誌の2誌の2010年 1月～2014年 12月までの原著論
文を対象に，統計的（量的）研究において使用されている統計手法等について調査した。2 誌
の 5 年間の原著論文 102 編を検討したところ，統計的方法を用いた，いわゆる量的研究は 56
編 54.9%であった。これら 56 編において用いられている統計手法を，「基本（記述）統計」を
除き，延べ件数でみると，「信頼性分析（Cronbach のα 係数，I-T 相関分析，G-P 分析など）」
が 47 件 83.9%と最も高く，わが国の看護研究においては，測定用具としての尺度の開発や利用
に欠かせない統計的方法であることが明らかになった。次に高かったのは「因子分析」と「ピ
アソンの積率相関係数」であり，ともに 19 件 33.9%であった。さらに 15 位までの利用件数を
みると，「分散分析」「共分散構造分析」「ｔ検定」「多重比較」「Mann-Whitney の U 検定」「順位
相関係数」「重回帰分析」「χ2 検定」「ロジスティック回帰分析」「Fisher の直接確率法」
「Kruskal-Wallis 検定」「Wilcoxon の検定」となっていた。使用されていた統計ソフトは，SPSS
が 51 件 91.1%（AMOS14 件 25.0%も同時に使用）と大多数を占めていた。なお，統計を使った論
文を学位論文別にみると，修士論文では半数に満たないが，博士論文で 7割を占めており，看
護系大学院における統計教育を充実していくことが求められていることが明らかになった。 
②一方，国際的な看護研究に必要な統計的知識・技術を確認にするため，看護研究において歴
史が長く著名な Nursing Research（NR）誌について，2013 年 1 月～2015 年 12 月までの 151 論
文を対象に調査したところ，統計的方法が関わる，いわゆる量的研究は 116 編 77%であった。
これら 116 編において用いられている統計手法を，「基本（記述）統計」を除き，単純に使用数
を延べ件数みると，「ｔ検定」「χ2 検定」「分散分析」「相関係数」「ロジスティック回帰分析」
「重回帰分析」「因子分析」「Bonferroni の検定」「Mann-Whitney の U検定」「Wilcoxon の検定」
「Kruskal-Wallis 検定」「構造方程式モデル」等が多くみられた。そして「一般化線形混合モ
デル」「一般化推定方程式」等の様々な高度な手法が使用されていた。なお，使用されていた統
計ソフトは，SPSS が 47 件，SAS が 16 件であったが，様々なソフトが活用されていた。 
③わが国の看護研究論文の特徴として，量的研究が占める割合が低く，NR誌では研究デザイン
として「縦断研究」「実験研究」「ランダム化比較試験」等が多用されて，高度なデータ解析が
行われているのに対して，わが国ではアンケート調査や聞き取りによる「横断研究」が多い傾
向にあり，実験的研究は少なく，尺度開発に関わる統計的方法が多いこと等が挙げられる。大
学院生だけでなく，看護全体として，研究方法に対する視野を広げる支援体制の確立とともに，
前述したように授業科目として「統計」関連科目の充実や「看護研究方法」に関する授業の見
直しが求められていることが示唆された。さらに，統計に関する国際学会に参加することで，
看護統計教育に新しい統計手法やデータサイエンスの方法論の導入などに関して，統計学者は、
もちろん，データ解析を専門とする様々な研究者と連携していくことの必要性が示唆された。 
④以上の結果から，国際的にみとめられる看護研究論文の作成には「生物統計学」は必要であ
ることは明らかである，一方，前述したように，看護研究における特徴ともいえる測定方法な
いしは用具と密接に関係した「信頼性分析」「因子分析」「共分散構造分析」などのように「心
理統計学」ないしは「計量心理学」に属する統計手法の知識・技術がさらに必要になってきて
いるのが現状である。同様に，「ノンパラメトリック検定法」が看護研究に欠かせない統計手法
であることは明らかである。そこで，それらの統計手法を，看護系大学の統計教育も含め，系
統的かつ実践的に学習するための方策を広く議論していくことが重要であると考える。 
 

（3）看護系大学生の統計及び英語の学習環境 
①統計学を学習する上で，指導教員や統計の専門教員を果たすべき役割は大であるが，教材と
しての統計学書は欠かせない。インターネットにより検索した結果，わが国の現在市販されて



いる統計学書で，タイトルに「看護」または「看護系」と明記されていたのは 37 冊であった。
それらのタイトルをみると，「やさしい」「わかる」「らくらく」「招待」「入門」というように，
難しいというイメージを払拭し，敬遠されないように工夫が施されているものが 8割以上を占
めていた。これまでのわが国の看護系の統計学書は，統計学に親しむこと，あるいは初歩的な
知識・技術を修得することに力点が置かれてきたことは明らかである。したがって，初心者を
対象とした基本的な統計的知識・技術の修得のための教育方法の検討とその学習支援システム
の開発を目的とする本研究の意義を再確認することができた。それを基盤として，より高度で
専門的な統計的手法を利用した論文を書く場合，医療・保健系の統計書を利用することが期待
される。一方，英文の看護統計学書については，未だ予備的調査の段階で，全体像について今
後も継続していく検討していく必要があるが，例えば，書名に「RESEARCH」「EVIDENCE」「NURSING 
PRACTICES」等が明記され，看護研究や看護実践と直結した統計の書籍が数多くみられた。そし
て，看護実践の成果の活用，報告書や論文の作成，さらに統計的方法の吟味等を意図して編纂
されており，医療・保健系の統計書を含め，看護の読者のニーズに合わせたレベルの統計書が
選択できることが示唆された。今後は，看護系大学院生が統計的方法を用いた研究論文を作成
するに至るまでの知識・技術を修得するために，基礎から応用に対応した看護系学生のための
体系的にまとめた統計学書や教材が必要であると考える。 
②最近の学生の英語学習方法について調査を行ったところ，学生は，英語学習において従前の
方略のみならず，インターネットの動画サイトや，SNS を活用していることが明らかとなり，
それを取り込んだ視覚的統合学習支援システムを作製することの意義や必要性が改めて示唆さ
れた。そこで，インターネットのホームページや動画配信サイト（YouTube）等について統計教
育に関する調査を行った。その結果，(ⅰ)行政機関の統計学習関連 Web サイト，(ⅱ)研究所・
大学・学会等の動画配信サイト，(ⅲ)その他の学習関連 Web サイトや動画配信サイトがあり，
これらを組み合わせて，学生がアクセスしやすく，学生の知識・技術や環境に柔軟に対応する
ことができる，いわばオーダーメイド的な学習支援システムの提供の可能性を見出すことがで
きた。しかし，統計と英語とを同時に学習できるサイトはないことや看護系学生に特化した統
計学習サイトはほとんどないことが明らかになった。 
 

（4）英語論文作成のための視覚的統合学習支援システムの開発と評価 
①以上の研究成果を踏まえ，視覚的統合学習支援システムは，統計学の初心者を対象として，
(ⅰ)統計学の基礎的知識・技術を系統的に学習できること，(ⅱ)その際，統計学の基本的な用
語を和文及び英文で修得できること，(ⅲ)系統的に問題を設定し，それらの問題を解くための
統計的方法を和文で解説し，それと連動して英語での表現を学習することができること等の要
件が必要であるとの知見を得た。さらに，学習支援システムとしては，限られたオープンソー
スの eラーニングプラットフォームや学習ソフトを利用するのではなく，学習者が自分のニー
ズや置かれた環境によって，いわゆる「だれでも，いつでも，どこでも」自由に学習できるイ
ンターネットを利用することが望ましいとの見解に達した。 
②そこで，前述した条件に対応する基礎編の学習プログラムとして，統計学の基礎と用語の英
語表記を学習するための「統計学活用のための予備知識」と，応用編として「Introductory 
Statistics for Nursing Undergraduate/Graduate Students: Useful for Nursing Research, 
with Essential English Words" (研究に活かす 看護系学生・大学院生のための統計学入門 知
っておきたい重要英単語付き)」シリーズを試作した。後者については，2人 1組となり，一人
が統計的方法の解説を行い，それに続き，もう 1人が重要な統計の単語とフレーズを英語に変
換するという新たなチュータースタイルによる 16 のタイトルのビデオに編集し，YouTube 
Studio [studio.youtube.com]にアップロードした。ビデオのタイトルは，「統計を使った論文
の書き方」「統計学への招待」「推測統計学入門：推定と検定」「統計学と研究デザイン」「統計
データと尺度」「一変数を整理する」「二変数間の関係をみる：集計方法の基本」「二変数間の関
係をみる：名義変数と名義変数」「二変数間の関係をみる：名義変数と順序変数」「二変数間の
関係をみる：順序変数と順序変数」「二変数間の関係をみる：名義変数と連続変数」「二変数間
の関係をみる：連続変数と連続変数」「多変量解析入門」「多変量解析入門：重回帰分析」「多変
量解析入門：ロジスティック回帰分析」「多変量解析入門：因子分析」の 16 コースである。こ
の教材は英語論文を書くための基本的な統計的知識・技術の修得と発展的な統計手法に繋げる
ためプロトタイプの教材として位置づけている。 
③作成したビデオの適切性や改善点を検討するために，著者以外の 2人の大学教授にビデオを
評価してもらったところ，ビデオの長さ，音質，デザイン，字幕の追加，学生の理解度の評価
方法等，検討の余地があることが明らかになった。今後，こうした点を改善するとともに，学
習効果の評価も組織的に行い，一般公開する予定である。なお，基礎編と事例偏は，既に出版
している電子出版の改訂版のテキストとして出版する予定である。 
 
（5）今後の課題及び提言 
①中学校・高等学校における学習指導要領の改正により，わが国の統計教育は大幅に改善する
ことが見込まれる。しかし，まだ数年は現在の状況が続くと考えられる。そこで，看護系大学・
大学院における統計教育について (ⅰ)看護系大学の統計教育では，CBT （Computer Based 
Testing）技術を活用し，個々の新入生のモラルとスキルを十分に見極めて，習熟度別クラスの



編成などで対応する。(ⅱ)また，看護分野に特化したカリキュラムを検討するとともに，高学
年次配当の情報・統計科目を新設する。 (ⅲ) 一方，大学院の統計教育では，基礎統計学，生
物統計学及び心理統計学を体系的に学習できる環境を整えるとともに，個々の大学院生が質の
高い研究論文を作成するために必要とする知識・技術が修得し，研究内容に対応した専門的統
計科目を複数用意し，選択できるようにする。(ⅳ)さらに，研究の目的・方法に基づき，自己
の知識・技術レベルの向上を目指した統計学習支援システムの開発を推進する等を提言したい。 
②わが国の看護系大学は，統計学専門教員が不足しており，大学院生が研究内容に見合った専
門的統計科目を学習するのが困難である。そこで，たとえば，他の分野の専門家の協力を得て，
「尺度構成法」「因子分析」「分散分析法」「ロジスティック回帰分析」などのように，大学院生
の研究課題や論文作成に対応した統計手法に限定し，1単位 15 時間程度で，演習を主体とした
授業が選択できるような環境づくりが必要であると考える。 
③今回作成したビデオシリーズの最終評価は，一般公開による視聴者の反応であると考える。
視聴者の意見や感想を基に，逐次，改良していきたい。 
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